
令和６年度 

住吉小学校   ４年生  
 

 

  

      「私たちの西東京市」～高齢者と共生するために、今、わたしたちにできること～ 

 

         地域にある高齢者施設にいる方のために、何ができるかを考え、実行することで、 

主体的に行動する態度を育てる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「SOMPOケアそんぽの家」と「ツクイ西東京住吉」との交流を通して、高齢者の方々を知るきっかけとなり

ました。西東京市でみんながよりよい暮らしをするために、今の自分には何ができるのか・・・地域に住む

一員として、自分事として考え、計画を立てて交流をしました。自分たちの育った西東京市に愛着をもち、

よりよく暮らしていくために工夫し、地域に貢献できる子どもたちに育ってくれることを願っています！ 

【「SOMPOケアそんぽの家」交流（７月 16日）】 

地域の高齢者と交流してみたいという児童の

意見から、「SOMPO ケアそんぽの家」の方との交

流を行いました。地域の多様な場所や身近な

人々に関わる活動を通して、地域と自分たちの

生活との関わりや、自分たちにできることを主

体的に考えました。交流では、ぬり絵や簡単なゲ

ームをしたり、歌を歌ったりしながら、楽しく関

わることができました。 

 

【「ツクイ西東京住吉」交流（9月 24・26・27日）】 

  住吉小学校の近くにある「ツクイ西東京住吉」

にクラスごとに訪問して、入居者の方々と交流さ

せていただきました。最初は緊張していた子ども

たちですが、発表に拍手をいただいたり、施設の

方々から温かい言葉をかけていただいたりして、

とても嬉しそうでした。クラスごとに交流内容を

考え、将棋やおしゃべり、カードゲームなど一緒

に行い、貴重な体験をさせてもらいました。 
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